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座談会終了後、「きさＩＪＵネット」交流会を開催！ 

  市長との座談会では、昨年度発足した、「きさＩＪＵネット」会員の積極的

な質問や意見・提言があり、日頃からの交流や親睦があればこその成果でも

あったように思います。会場のカフェ・キッサ経営者、安田マルシェ主宰者、

三次市地域おこし協力隊員とのチームワークも吉舎ならではの良さと感じ

ました。交流会では、吉舎交流拠点施設「よっしゃ吉舎」への期待の高まり

と、今後、ネットワークの輪を広げ、それぞれの活動や強みを生かして、連

携・協力していくことや、地域活性化策などの情報交換を行いました。 

記事レポート 三次市集落支援員（吉舎地区） 徳永春喜 
  

 

【特集】「市長と移住者との座談会」を開催  11 月 6 日（金）18:00～  会場：カフェ・キッサ 

【趣旨】 〝市長×移住者が語り合う〟みよしde暮らす 

三次市に移住された方々と市長が座談会を通して、「なぜ三次で

暮らすことになったのか」、それぞれの理由やきっかけとなった

出来事など、移住者の目線と生の声を通して、地方への移住・

定住、今後の三次のまちづくりのあり方について考える。 

座談会を通して出てきた意見やアイデアについて、関連事項

を含め、参加者や地域へフィードバックして今後の定住対策

に反映されます。（本事業は 19 自治組織に開催の意向を打診） 

NO.４ 2020.11.28

きさＩＪＵネット事務局（三次市集落支援員 徳永春喜 090-4697-1883） 
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